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細胞機能を可視化、操作する化学ツールの開発と応用

生命現象を理解するうえで、光を利用した技術は時空間的なイメージ
ング解析や操作が可能となるため強力な手法である。われわれはケミ
カルバイオロジーの立場から、生体分子に作用して光る化合物（蛍光
プローブ）、あるいは光によって生体分子に作用する化合物（光応答
性プローブ）を設計・合成し、これらをツールとして細胞機能の可視
化および操作へと応用してきた。
本セミナーでは、蛍光プローブを用いたタンパク質ラベル化技術、お
よび、光応答性プローブを用いた遺伝子発現の光操作技術についての
近年の成果について紹介する。とりわけ近年取り組んでいる蛍光プロ
ーブが入れ替わり可能なタンパク質ラベル化技術の開発と長時間 1 分
子イメージング、生細胞イメージングへの展開について紹介する。
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